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絶滅危惧種カワラノギク保全活動を通じて鬼怒川流域「うじいえ自然に親しむ会」と交流した。

【鬼怒川中流域 うじいえ自然に親しむ会保全地にて交流】
　2022 年 10 月 2日（日）さくら市指定の天然記念物「シルビアシジミ」
をはじめとして「カワラノギク」などを含む鬼怒川中流域の希少動植物の
生息環境保全、自然観察会などの活動を行っている。訪れた氏家大橋上流
の保全地で参加者と一緒にオオフタバムグラの抜き取り作業を行った。
　ゆうゆうパーク内の保全地では、シルビアシジミ食草のミヤコグサやカ
ワラノギクなどの保全状況を見学した。相模川では見かけなくなったカワ
ラバッタや河原一面に咲いたカワラハハコなどを身近に見ることができた。

【相模川下流域 神川橋下流のカワラノギク保全地にて交流】
　2022 年 11 月 6日（日）訪れた高橋会長・会員さんと河川敷の圃場に咲いた満開のカワラノギクを見学した
後に昼食をとりながら親しく意見交換した。うじいえ自然に親しむ会では、保全地の雑草取りに加えて発芽した
カワラノギクの幼苗を野ウサギなどが食べる被害にあうなどの苦労があることが話された。2022 年度から法務
省「喜連川社会復帰促進センター」で導入した「希少な生物や植物を守り育て、命の大切さを学ぶ取り組み」と
して「ミヤコグサ」「カワラノギク」の栽培を通じた協力についても貴重なお話をお聞きした。多様な活動をし
ているうじいえ自然に親しむ会との交流は自然環境保全を行う上で有意義な内容であった。（記：中門吉松）

相模川 神川橋下流保全地鬼怒川氏家大橋上流保全地

桂川・相模川流域協議会
ホームページアドレス
http://katurasagami.net/

入会のご案内
　協議会では、いっしょに活動していただけ
る方の入会をおまちしています。
　桂川・相模川の水環境の保全や再生のため、
クリーンキャンペーンや、上流・下流との交
流事業など、さまざまな活動を行っています。
お問い合わせは事務局まで。

あなたのその力が
豊かな水環境を創ります



　川崎市は、SDGs 未来都市に選定され、地方創
生に向けた取組の中で木材利用を位置付けてお
り、また、脱炭素社会の実現に向けた、脱炭素戦
略においても、基本的方向に木材利用を位置付け
ている。木材利用を本市のような都市部で、林産
自治体と連携して積極的に行うことにより、脱炭
素化の実現、地方創生に寄与するものと考えてい
る。
　私有林人工林面積、林業就業者数について
は、限りなくゼロに近いが、消費地である川崎市
で、誰もが木の良さを身近に感じられる「都市の
森」の実現に向けて、森林環境譲与税を活用した
事業を展開していく。

②①

報告者●日向 治子（市民会員）

 第 28 回 桂川・相模川流域シンポジウム

流域の大切な財産である
森林と木材の可能性
講師：蔵治光一郎　東京大学大学院生命科学研究科　
　　　　　　　　　　　付属演習林 企画部企画部長・教授

１．昨年のシンポジウムでの課題を受けて
　昨年度は、アジェンダ 21 桂川・相模川で示
されている森林が「流域の大切な財産」と言う
ことに焦点を絞ったが、現状は、森林所有者の
山離れや林業従事者の減少による、山の機能の
低下という課題が浮き彫りになってきた。森林
の役割を再認識し、流域の財産として位置づけ、
多様な機能を維持・保全し、山梨・神奈川両県
が連携しながら流域の森林というまとまりを
もって、次世代に引き継いでいけるか。という
ことが課題となっている。

２．「地域を繋ぐ森林環境譲与税の活用交流会」
　　から見えたこと
　森林環境譲与税は使途の縛りが緩く、「森林所
有者の意向調査」から「木材利用」まで幅広く使
われる。このことは、県境を越えた「流域の森林」
のあり方を考える糸口になるのではないか。流域
自治体間の情報交換の場を作るという目的で交
流会が開かれた。そこでまず「森林を流域の財産
として位置づける」ことは話し合いの出発点には
ならないと言うショッキングなことにぶつかっ
た。人は生きるために、燃材・用材として木材を
必要としてきた。高度経済成長時代以降その価値
が下がり、レクリエーションの場など新しい価値
が台頭した。そして今、木材の価値の復活の兆し
も見えてきているなど、多様な課題が見えてき
た。

３．流域連携と自治体間の連携
　1991 年森林法改正で「森林の流域管理システ
ム」が導入されたが、複数県にまたがる流域は県
境で分断された「地域森林計画」をそれぞれの知
事が立てるという形になっている。木材に関して
は流域という概念は存在しない。かつては木材の
輸送には川が用いられたが、近代化以降、川と森

上野原市の取り組み「森林・林業体験教室」

 基調講演

　今年度、流域協議会の「森づくり専門部会」という組織の主催で意見交換会を２回開催し、そこで出
て来たいろいろな立場の方の意見を踏まえながら、「森を動かす Part2」として流域シンポジウムを開催
し、蔵治光一郎先生にご講演頂いた。

林の繋がりより、道路と森林の繋がりのほうが重
要になり、県境も流域も関わりが無くなっている。
　森林環境譲与税が導入され、その使途は各自治
体が決めている。余裕があれば新たな上下流交流
や連携の手段として使われる可能性もあるが、全
国的にみても、新たに始まった例は少ない。

４．流域協議会として出来ることは何か
　昨年のシンポジウムで、「流域の大切な財産」
なら、流域で所有し、管理するのが正攻法だと発
言したが、それが難しい場合、かつて生活共同体
の財産であった森林を、流域全体を「共同生活体」
と捉えることで復活させられないか。官・民・事
業者が構成員になっている流域協議会の特性を考
えると、意識の高い住民と森林・木材の事業者が
連携した、流域間フェアトレード（丹羽健司さん
が命名）が提案出来るのではないか。
　また、流域の住民が、森との距離を縮めること、
森林を楽しむことから始めるのも良い。また、森
林環境譲与税の使途をチェックするだけではな
く、市町村が森林経営管理権を設定した森林や、
事業体が長期施業受委託下森林の管理経営に流域
住民が関わっていくことも出来るのではないか。

５．まとめ：森は動かせるか？
　動かせると確信している。活動の範囲を広げ、
粘り強く活動していく。流域の木材関係の事業者
を動かす事も重要。人が交流し、信頼関係を築き、
CSA（地域支援型農業）の仕組みを森林や木材
にも拡大していくことも重要である。

川崎市の
木材利用促進に関する取り組み　　

１.「流域の子供たちへ自然・森林体験の機会を！」
  　森林環境譲与税を活用した体験事業の実施
　森林環境譲与税を使って、森林・自然環境と触
れ合う機会をつくり、人と森林の距離を近づけ、
関係を結び直すことを目的に、森林体験教室を実
施。「森クイズ」「間伐体験」「木登り体験」など、
ワクワク・ドキドキがいっぱいのメニューを用意
している。

上野原市林政
アドバイザー　　
中田無双氏

２.「森と共に生きる～木を使うことが森を守る」
　　森林環境譲与税の有効活用の提案
　『新たな都市と山村連携』を推進し、上流の森
を下流の都市に知ってもらい、「上下流姉妹都市

（友好都市）締結」「流域材フェアトレード」など、
文化交流 →  環境交流 → 産業交流 へと発展。を
提案している。

都留市の取り組み「都留市森の学校事業」　　
都留市産業建
設部産業課　
農林振興担当

まで、年間を通して 12 回の講座（座学＋実習）
を行い、森作りから、チェーンソーや草払機の
取り扱い、下刈り・間伐などの専門性の高い講義

　都留市は令和 2 年度に「都留市森林経営管理
制度推進方針～山地災害に強い森林づくり」を策
定。
　その中で、重点的に取り組む施策として都留市
の森林の現状と整備の必要性を周知するととも
に、今後の事業展開を推進していくための担い手
の育成と確保を目的に令和元年度から「都留市森
の学校」事業を開始した。毎年度、5 月から 3 月

川崎市まちづ
くり局総務部
企画課　

も実施している。
　一過性の取り
組みにならない
ように、「基本
コース」「養成
コース」「プロ
育成コース」と
いうレベル別に
3 つのコースを
用意している。　　　　　　　　　　　　　　

 事例発表



森林環境譲与税の使途（事例報告資料）　　　　　　　　（千万円）
年　度
譲与額

R.1
5.6

R.2 〜 3
12.0

R.4 〜 5
16.5

R.6
19.0

④③

 第 28 回 桂川・相模川流域シンポジウム

　令和４年 11 月 13 日（日）山梨県上野原市を
会場に桂川・相模川流域シンポジウム「森を動か
す Part2」が開催されました。昨年に続き流域の
共通の財産である森林の役割や位置づけについて
参加された方々と色々と話し合いました。
　北都留森林組合は、午前中の森林体験を指導し
ました。約 50名の親子の参加者を山梨県上野原
市の森林「八重山」へご案内し、森の役割を説明
し、暗い森を明るくするために大切な間伐作業を
体験してもらいました。
　今回参加された家族の中には、令和４年７月
17 日（日）に同八重山で開催した桂川・相模川
上下流交流事業 2022「上野原市八重山での森林
体験」（桂川・相模川流域協議会会報誌あじぇん
だ第 49号に紹介あり）に参加された家族がとて
も楽しかったのでと誘われて、初めて参加された
家族もいました。

中田 無双　上野原市林政アドバイザー・北都留森林組合専務理事 兼 参事　

　ノコギリで実際に太い木
を伐る間伐作業はとても大
変な作業でしたが、皆で力
を合わせて無事に木を倒す
ことが出来ました。
　私の大好きな本『センス・
オブ・ワンダー』の中で著
者のレイチェル・カーソン
は、すべての子供が生まれ
ながらに持っている「セン
ス・オブ・ワンダー」、つま
り「神秘さや不思議さに目
を見張る感性」をいつまで
も失わないで欲しいと願っ
ています。そのために必要
なことは、私たちが住んで

いる世界の喜び、感激、神秘などを子供と一緒に
再発見し、感動を分かち合ってくれる大人が少な
くともひとりそばにいることが必要だといってい
ます。
　私もその大人のひとりとなり、これからも子供
たちと一緒にワクワクドキドキする森で過ごす時
間を大切にしていきたいと思います。

　上野原市では、今年初めて開催した森林環境譲
与税を活用した日帰りの森林体験教室が大変好評
であったことを受け、来年度は、子供たちやその
ご家族に更にたくさんの森で過ごす時間を楽しん
でもらおうと１泊２日での開催が出来ないかと検
討を始めています。
　再び流域の皆様と森の中で一緒に森づくり活動
ができる日を楽しみにしています。

川崎市の「都市の森」
2022 年 11 月 13 日に開催された流域シンポジウムで森林環境譲与税の活用事例として報告のあった、
川崎市の圧倒される木材利用を取材させて頂きました。
●「都市の森」を目指して国産木材利用
　促進
　川崎市は森林面積 5％、林業従事者や
生産木材が０という森林環境を踏まえ、
市内を木材消費地として位置づけ、「都
市の森」を目指して森林環境譲与税導入
前の平成 22 年から公共建築物の国産木
材利用促進を進めてきました。
・公共建築物等における木材利用の促進
　に関する法律の施行や利用促進制定
・宮崎県と包括連携協定締結
・都市の森林フォ－ラム開催
・木材利用促進検討提案（九都県市会議）
　この間、国産木材利用による公共建築
物、民間建築物は市内全域に満遍なく配
置され、その数は 50棟に及んでいます。

●森林環境譲与税
　令和元年に導入された森林環境譲与税により更に木材
利用の推進が拡大されています。
　川崎市の森林環境譲与税の主な使途は、公共建築（学
校関係木質化）と緑地保全となっており、その他に補助
金による木質化普及啓発に一割強（2028 万円・令和 3
年度）が使われています。
　普及啓発には様々な分野の事業者が集う「川崎市木材
利用促進フォ－ラム」（運営委員会設置、会員数 130 団
体）を設置し、全国的な規模で拡大している様に見えま
す。また、公共建築物や民間建築物の木質化の進捗には
目を見張るものがあります。取り組みの方法は一方向で
はなく、地方の補助金による地方産材の受け入れ窓口や、
森林体験ツア－を企画し、地方の経済効果を含めた学習
の機会を作っています。

報告者●倉橋 満知子（市民会員）

　　木材利用事例マップ（川崎市 HP）

川崎市木材利用促進フォーラム（事例報告資料） 　決して多いとは言えな
い予算の中での普及啓発
の取り組みは一過性では
なく、川崎市として、こ
の先を見据えた国内産木
質推進の意義や『日本の
森林のために川崎市がで
きること』を肌で感じる
ことで、市民の意識の変
化が起きることが確信さ
れます。
　今後、桂川・相模川流
域協議会と、是非とも連
携して行きたいと考える
一助となりました。

↑ 公共建築物への木材利用
　 「川崎市立小杉小学校」
← 民間建築物への木材利用
　 「（株）丸井　マルイファ
    ミリー溝の口」

 森林体験  森林環境譲与税の使途事例



 ⑤  ⑥

流域で考える森づくり
森林環境譲与税の活用交流会
報告者●●清水 絹代（市民会員）
日時：2022年 10月９日（日）
場所：オンライン
主催：桂川・相模川流域協議会　森づくり専門部会　
参加者：16名（行政４　林業者２　団体 10）

講師から第 1回交流会の内容をさらに掘り下げたレクチャーを頂き､ その後、ワークショップ形式で講師の提
示した課題ごとに参加者と講師が互いに提案を行い、森林環境譲与税の活用について議論した。
講師：蔵治光一郎氏（東京大学大学院農学生命科学研究科教授）

レクチャー要約
「出発点の再共有」
　｢流域の財産｣ とは､ 土砂流出防
止､ 土砂災害防止、水資源確保､ 水
質浄化､ 癒し､ 自然教育の場等であ
る。
　｢所有者の財産｣ とは､ 納税 ･ 販
売等の金銭が関わり、お金の流れを
知ることが大切である。
　これらは、森林の持つ多様な価値
を違う視点から切り取っているもの
であり、両者が両立するかを議論し、
出発点を再共有したい。

流域で考える森づくり
森林環境譲与税の活用交流会

「木材生産の現状と課題」
　輸入材と国産材との価格差は、日
本の製材加工 ･流通の仕組みに課題
がある｡
　一つは木材は農産物や海産物と異
なり消費者が地産地消で直接購入で
きないこと。
　次いで、伐採後の製材 ･加工 ･販
売のルートを経る中でコストが上乗
せされ、高価な木材となっているこ
と｡
　これらの仕組みの改革が必要との
声があがっている。

「桂川・相模川流域での方向性」
　｢低コスト ･ 大量生産｣ は流域の
財産を損なうリスクもある。
　トレーサビリティを確保しつつ､
地元で小規模に製材する最低限の体
制維持が重要｡
　流域の業界と住民は「運命共同体」
であることに目覚め､ ６次産業化を
目指す｡ この発想がなければ､ 森林
資源枯渇のおそれもあり得る｡
　治水は「流域治水」にシフトしつ
つ有り、国からは ｢治水のための木
材利用｣ の声があがっている。

図１ 図２

活用事例
＊私有林整備 
　災害防止対策（愛川町、清川村）
　獣害対策（清川村）
　間伐モデル事業（西桂町）

＊公有林（財産区を含む）整備
　下草刈（茅ヶ崎市、相模原市、座間市）
　伐採等の災害防止対策（相模原市）
　公園・緑地の間伐（海老名市、座間市）

＊林道・作業道の整備等
　設計施工（相模原市）
　補修・災害復旧（相模原市、厚木市、愛川町）
　台帳整備（上野原市）

活用事例
＊私有林整備 ＊公有林（財産区を含む）整備 ＊林道・作業道の整備等

レクチャー要約
「出発点の再共有」 「木材生産の現状と課題」 「桂川・相模川流域での方向性」

参加者アンケート
●交流会満足度：83％
●今後も交流会に参加したい：100％
●興味深かった内容や交流会への意見
・問題に取り組み、真剣に森を守る人たちの意見交換に意義を感
　じている
・森林や木材流通の問題が総括的に理解できた

・森林組合や林業経営体等の生の声を聴けた
・運命共同体という自覚を共有したい
・流域ビジネスモデル構築
　（小規模製材によるトレーサビリティ確保と運命共同体として
　の流域の 6次産業化推進）
・市町村職員の参加が無かったのが残念
・「森林は流域の財産である」を最終目標にしたい 

流域の財産･所有者の財産として活用できる森林環境譲与税の使途に関する意見交換

【交流会を終えて】
　二回開催した森林環境譲与税の活用交流会では、
蔵治先生のご協力を頂き、さまざまな立場の方々の
ご参加で有意義な会となりました。森林を保全し、
活用するためには、自治体・所有者・林業者のみな
らず、市民も共に関心をもって関わって行く事が重
要である事を学びました。
　今後も森林環境譲与税の活用に関する情報をさま
ざまな形で収集し、皆様と共有していきます。

 ｢1｣ 上下流の直接連携への提案

 「2」自伐林家・自伐型林業への提案
参加者
・NPO自らが製材販売
・自伐林業による木工（家具）販売
・少人数による小さな林業を目指す取り組み 
蔵治講師
・やる気がある森林所有者や移住者が主導
・災害に強い路網整備（幅員狭小化 (2.5m以下 )）
・高頻度間伐（皆伐を極力回避）
・広葉樹利用も視野
・過疎地域での移住定住政策とのリンク 

 「3」森林組合・素材生産業者への提案
参加者
・JAS、森林認証を取得するための支援
・素材運賃補助（燃料高騰含む）
・長期受委託事業の補助金の充実（神奈川県）
・自立型林業の推進（相模原市）
・人材確保対策（人件費支援／高収入保証）
・トレーサビリティ可能な木材への支援
・人材育成（教育、資格取得）支援
蔵治講師
・流域から森林のプロがいなくなることへの危機感
・４Kから５Kへの転換
・４K（危険､ 汚い､ 臭い、給料が安い）
・５K（カッコ良､ クリエイティブ、希望、輝いている、高報酬 )

・安全コストの負担（環境安全、保険料）
・プロフェッショナルへのリスペクト
・プロフェッショナル（技術への賞賛と憧れ )とボラン
　ティア（市民への環境教育）の役割の違い
・｢桂川・相模川流域森林学校｣（流域市町村出資） 

 ｢4」小規模製材業・木材加工業への提案
参加者
・木工廃材を活用したペレット製造と流域での消費
・小規模／小ロット／多品種を活かす
・広葉樹 (ナラ枯れ含む）活用のマッチング
・オープンなプラットフォーム
蔵治講師
・自伐型林業による原木の用と確保
・百業の１つとしての製材業・木材加工業
・消費者と生産者をつなぐハブとなる
・歩留まりの向上
・デザイナー・アーティストとの連携 

 「5」大規模木材産業への提案
蔵治講師
・林業作業者不在､ 林道崩落でビジネス不成立
・SDGs 等の社会課題に対応出来ない事業者は市場に生
　き残れない
・価格のみでの木材選択は流域の森林の安全性・持続性
　が脅かされることを理解する必要
・フェアでないトレードからフェアなトレードへ 
・社会課題解決への貢献を表彰

 「6」流域住民への提案
参加者
・流域の森を学ぶための拠点がほしい
・流域住民が参画していく林業への支援
・ペレットストーブへの助成
蔵治講師
・フェアトレードの要求とエシカル消費の実行
・産地の見える化と流域林産物の消費
・森林の恵みを届ける人をリスペクトし勇気づける
・市町村の森林環境譲与税の使途をチェック
・自ら森林を所有し、流域の財産として管理

参加者
・上流域での森林体験事業への譲与税活用
・流域の木を優先的に使う（地産地消）
・里山整備による広葉樹の燃材利用
・｢人と森林の関係｣ 修復のための体験事業開催
蔵治講師
・連携事業への配分と運命共同体としての結束強化
・災害時における下流域へ仮設住宅提供
・上流域への短期留学
・｢スマート ･テロワール｣ を目指す。
　（農福連携による自立分散型の未来社会単位）

英語圏では４Kではなく「４D」
　（Dirty, Diffi  cult, Dangerous and Deadly）



⑦ ⑧

　さむかわエコネット ( 寒川環境町民会議 ) は、町民、事業者、各種団体及び行政が協力して環境活動
を進めるために 2005 年に設立しました。自然環境を守り省エネやゴミ減量に取り組むことを目的とし
たボランティア団体です。会員は、大学生や会社員を含め 32名で活動を進めています。
　私たちは、多くの人に自然に親しみ身近な緑と水辺を守り、育て、夢を持てる豊かな町の実現を目指
しています。そして、「目久尻川を鮎が遡上し、カワセミが飛び交い、ホタルが舞う川にしよう」を合言
葉に活動をしています。　当会のモットーは“無理せず長～く続けましょう”

さむかわエコネットクリーン作戦ゴミ拾い

目久尻川クリーン作戦 小出川クリーン作戦
　寒川町の東側に位置する茅ヶ崎
市との境界を小出川が流れていま
す。会員からこの川も何とかキレ
イにできないか？私たちができる
範囲でやってみようと 2013 年から、追

おんだし
出橋から

下流 500 ｍ付近まで実施しています。

 クリーンキャンペーン

継続は力なり？ ＵＫＫ
（上野原をきれいにしよう会）

　ＵＫＫは、わが町・上野原に不法投棄された大型ごみから、ポい捨てされた小さなゴミ、手入れが行
き届かず景観を阻害している樹木や植生を「何とかしてきれいにしたい」と思う住民が、私利私欲なく
集まったボランティア団体です。

●中村 高行、井上 憲一（UKK（上野原をきれいにしよう会））

上野原をきれいな町にすることは、私たち自身
が「気持ちよく」暮らすこと、そして、この町を
よその人々に「自慢できる」町にすることにつな
がります。
　UKK発足のきっかけは、某公共放送視聴者参
加番組“ご近所の底力”に上野原住民が参加し、
全国に上野原のパッションを発信したことに始ま
ります。この底力を絶やすことなく、第一回清掃
活動会「とりあえず、まず、やってみんべの巻」
を2007年４月21日スタートさせました。以降、
メンバーの情熱とUKK活動への評価（山梨県知
事表彰（2013 年）、環境大臣表彰（2019 年））
を励みとして“継続は力なり”が実践できている
ととらえています。
　また、当会には複数の上野原市議会議員がメン
バーとして参加しており、ボランティアの域を超
えた発信が出来る環境にあることも積極的に生か
していきたいと考えています。

　今後の課題として、
①以前は若い人や女性も多数いましたが、現在は
　発足時からのメンバーも含め高齢者の集まりと
　なって実質的な参加者数の先細り？状態にある
　こと。
②新型コロナウイルスの感染拡大により交流が制
　限され、活動の見直しも必要になっていること。
③マイクロプラスチックによる環境汚染が叫ばれ
　る中、行政の更なる指導を仰ぎ清掃活動の充実、
　拡大を図ること。
④ゴミ（ポい捨て・放置）に対する意識啓蒙。
⑤粗大ゴミ不法投棄の防止（掲示板等の設置）。
⑥“清掃の日”を制定し行政・企業・学校・各団
　体・グループ・個人等を巻き込んでの清掃活動
　を行い、市ぐるみでゴミゼロの推進運動を進め
　る。
等々の意見が提案されています。
　こうした課題に取り組みながら、私たちの今住
んでいる上野原の環境維持と保全に微力ながら、
楽しみながら、そして多くの方々の協力を仰ぎな
がら“継続は力なり”を続けていきます。

UKK発　環境・景観への啓蒙〔八米地区〕環境大臣を囲んで 2019年 6月 12日

桂川河川敷右岸　旧島田中学校前　2022年 10月８日

UKK発　環境・景観への啓蒙〔八米地区〕

　実施時期は、水量
の少ない 10 月から
12 月の間に年 2 回
計画しています。参
加者は、会員と町環
境課の職員で川に入
り川底のゴミを回収
しています。
　ゴミは農業用のビ

下流 500 ｍ付近まで実施しています。
　実施時期は、水量
の少ない 10 月から
12 月の間に年 2 回
計画しています。参
加者は、会員と町環
境課の職員で川に入
り川底のゴミを回収

　ゴミは農業用のビ

　　　　　　４市１町（座間市、海老名市、綾瀬
　　　　　市、藤沢市、寒川町）にまたがる目久
　　　　　尻川の久保田橋から下流の宮山大橋ま
　　　　　で約1.7ｋｍを会員・一般参加者約 35
　　　　　名が毎月第３土曜日（9:00 ～ 10:30）
に河川敷の散乱ゴミ拾いを行っています。
　2005 年創立時、ゴミ拾いを始めた頃はミニバ
イク、車のタイヤ、洗濯
機など投棄されていまし
たが、現在は家庭ごみや
上流から流れてくるプラ
ゴミが多くなっています。　
　参加者一人当たりのゴ
ミ回収量は減っています
が、総量では横這いの状況が続いています。
　春と秋には目久尻川沿いの草刈りを行い、不法
投棄やポイ捨てがされない川の環境保全を目指し
　　　　　　　　　　てしています。
　　　　　　　　　　　地球規模でゴミ問題は
　　　　　　　　　　待ったなしの喫緊の課題で
　　　　　　　　　　あります。川のゴミは海の
　　　　　　　　　　ゴミになります。私たちが
　　　　　　　　　　住む町から、ゴミの量を減
らしていくために町民一人ひとりの問題意識を高
め、目久尻川の最下流で川の散乱ゴミ拾いを続け
て、相模川に流入するゴミを減らしていきます。

ニールや衣類、鉄くずなど多く毎回多量に回収し
ています。水深が浅いため手を入れると泥で濁っ　　　　
てゴミが見えなくなる時もあります。小出川も小
　　　　　　　魚や小鳥たちが棲める川にしたい
　　　　　　　と頑張っています。
　　　　　　　　秋に地域の方々が堤防の両岸に
　　　　　　　植えた彼岸花が満開になると多く
の見学者が小出川に訪れます。　
　下流の茅ヶ崎市に流れる散乱ごみを少しでも減
らしていきたいと活動を続けています。

●及川 栄吉（さむかわエコネット（寒川町））
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桂川・相模川流域の湧水を訪ねて（４）
報告者●中門 吉松／市民会員

上野原市棡原 軍
ぐ ん だ り

刀利神社の手水
　甲斐国誌に軍菜利夜
叉明王社（棡原村井戸
鎮守）と記載された神
社は静寂と深い社叢
（しゃそう）の中に鎮
座している。手水舎に
引かれた清水が訪れる
人に一服の清涼剤を与
えてくれる。本宮から
更に上った奥の院には
御神木の桂の巨木がそ
びえ神秘さを感じる。
【神社の語源】
　軍菜（荼）利夜叉明王は、外敵から人々を守り、
様々な障害を取り除くとされ、日本武尊を祭神（軍
神）とすることから武田信玄や岩殿城主小山田氏
から厚い崇敬を受けたといわれる。明治初頭の「神
仏分離令」で「軍刀利神社」となった。
【本社と手水舎】
　本殿に張られた白木の彫刻は見応えがある。
　小川の生気、山の霊気によるパワースポット。

上野原市八米集落の清水
　龍泉寺を過ぎた突き当り左に高さ 1.6 ｍ位の土

大月市笹子 矢
やた て

立の杉の水場
　笹子川沿いの国道 20号線、笹子トンネルの手
前を左折して、県道 212 号線（甲州街道）の山
道を上って行くと「矢立の杉」の看板があり、遊
歩道を 2分ほど歩いたところに杉良太郎さんが
寄贈した身代わり両面地蔵菩薩・歌碑と奥に水場
がある。県天然記念物「笹子峠の矢立のスギ」は
水場の正面に見えてくる。

　甲斐国誌では「『笹子坂』
峠より駒飼駅へ出、中腹に
古杉あり。回国雑記にも、
矢立杉という大木あり。軍
備へ出る武士どもこの木に
矢を射たてて吉凶を見るよ
し」と記載がある。樹齢約
1000 年といわれ、幹の中
は空洞になっているが、大
きく伸ばした枝葉から巨木

大月市笹子 笹一酒造の御前水
　当会の事業者部会会員である「笹一酒造」は自
家井戸から湧き出る「御前水」を酒の仕込水とし
て使用している。「御前水」は、明治天皇が東京
から京都に行幸する際に携行する水として選ば
れたことから呼ばれるようになったという。リ
ニューアルした酒遊館で土産に酒を購入した。

奥の院と桂の巨樹

　小川の生気、山の霊気によるパワースポット。

管が立っているのが見え、
土管の上部からツララが下
がっていた。近隣の方にお
聞きしたところ、上水道が
通るまでは近くの家に水を
均等に分けるための設備
だったとの話だった。夏場
に出かけると溢れる水を見
ることができる。

　龍泉寺を過ぎた突き当り左に高さ 1.6 ｍ位の土

必見の価値あり

※軍刀利神社、矢立の杉ともに、冬場は雪で凍結することがある
ので訪れる場合はご注意ください。

の生命力を感じて元気をもらった。

ニューアルした酒遊館で土産に酒を購入した。

山
中
の
ハ
リ
モ
ミ
純
林

矢立の杉

杉良太郎さんの矢立の杉が聞けます

裏に周ると彫刻が見えます

必見の価値あり 御前水
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⑪ ⑫

ミズバチ  
●守屋 博文／神奈川昆虫談話会

●水の中にハチ？

　水の中にハチが棲めるの？と思われる方がいる
かもしれません。今回紹介するミズバチは、ハチ
目ヒメバチ科ミズバチ亜科に属する、卵・幼虫・
蛹の期間を水の中で過ごす水生のハチです。ヒメ
バチの仲間は、全ての種類が他の昆虫やクモなど
に寄生して生育します。日本では約 1600 種類の
ヒメバチが報告されていますが、この中で水生の
種は、ヒメバチ亜科のミズバチとミヤマミズバチ
2 種とトガリヒメバチ亜科のミズメイガトガリヒ
メバチ 1 種です。
　ミズバチ成虫の体長は約 8mm、翅を広げると
約 13mm と小型で、体節の一部はくびれ、胸部
背面には円錐状の突起があります。幼虫はウジム
シ体形で、若齢時には尾の先に 1 対の針状突起
があります。

●ニンギョウトビケラに寄生

　ニンギョウトビケラは河川や湖沼など広く分布
し、石粒を使った筒巣をつくりその中で成長しま
す。ミズバチのメスはニンギョウトビケラの幼虫
に寄生することが知られています。成虫は植物や
石を伝わり水の中に入り、気泡におおわれた体で
ニンギョウトビケラの巣を探します。水の中に
入ったミズバチは歩き回ってこの巣に行きつく
と、産卵管を差し込み中の状態を確認します。産
卵に適した前蛹か蛹であればその表皮に 1 卵を
産卵し、終わると浮き上がって陸に上がります。
　孵化したミズバチの幼虫はニンギョウトビケラ
の前蛹や蛹を食べて成長し、その巣の中で繭をつ
くって蛹となり羽化を待ちます。

●巣から延びる不思議なリボン

　ミズバチが蛹化するときに作られるのが不思議
なリボンです。水の流れの中ではこのリボンは流
れに漂い、巣の中に作られた繭の中に空気を取り
込み、繭の中を満たし、前蛹や蛹の酸素供給に役
立っているようです。ただこの役割がリボンの
効果なのかどうかはまだ明らかになっていませ　
ん。
　同亜科のミヤマミズバチは、やはりトビケラの
仲間アツバエグリトビケラ属に寄生します。どち
らかといえば上流域に生息しているようですが、
相模川・桂川水系で両種がどのように分布してい
るのかはまだ解明されておらず、今後の目標とし
て取り組んでいきたいと思います。

 桂川・相模川の植物シリーズ ー 16

河川敷や丘陵に見られる植物
●長岡 恂／厚木植物会

アサザ（ミツガシワ科）
　『神奈川 RDB22』では絶滅とされ、神奈川県内では確実に自
然分布と思われるものはない。相模川中流域のワンドに自生す
るが人為的に投げ込まれたものと推察される。公園の池やビオ
トープなどでは時々みかける。
　湖沼、池などの浅いところに群生する浮葉性の多年草。根茎
は水底上を横走し、節からヒゲ根を出して広がる。葉は睡蓮の
葉に似ており濃緑色で光沢あり丸い心臓形で縁が波打つ。花期
は 6 ～ 9 月。フリルのように見える鮮やかな 3 ～ 5cm の黄色
い 5 花弁を付ける。きれいな花だが一日花で、午前中に開き、
夕方には閉じてしまう。トウモロコシやジャガイモの害虫、ヨ
トウガの幼虫は 1 ～ 2 日で葉を穴だらけにして鑑賞価値台無し
なことも。窒素やリンなどを吸収する性質があるため、水質浄
化効果も期待できるようだ。
　寒冷地以外日本全国に分布しているが、一方、外来水草が大
量に侵入したり、水深の浅い沼地が整備され少なくなったこと
などから、各地で減少していて絶滅が危惧されている。霞ケ浦
は日本最大のアサザの生育地で、アサザ個体群の保全や復元が
NPO と行政の協働によって行われている。

 　全国各地の池や沼、水路に生える多年性の抽水植物。水底の
土中に地下茎があり、茎は 70 ～ 80cm ぐらい、葉の幅が 1cm
以上になる。開花時期は 6 月～ 8 月の夏。 花穂は枝分かれし
たあと、各枝の上部に雄花、下部に白い毛玉 のような雌花が
つく。 この花が、栗の実に見えることから実栗。雌花序が熟
すと直径 15mm ～ 20mm の球形の集合体になり、緑色の栗の
いがに似ている。
　相模川では流域全体ではなく、局所的なポツポツの分布であ
る。河川改修により三日月湖として残った跡地が公園となり昔
の河川時代に生育していた個体がそのまま公園の池の主となっ
て繁茂している所もある。このように公園緑地として保全され
た例はまれで湖沼、湿地や河川開発のため絶滅のおそれが高く
なっている。『神奈川 RDB22』では準絶滅危惧種とされる。
　ミクリや近縁のヒメミクリの根を漢方では「荊山稜（けいさ
んりょう）」といい乾燥、煎じて腹痛の緩和に使う。ポリバケ
ツで育てている好事家を知るがあまり芳しくないようだ。
　一名をヤガラと呼ばれる。矢幹は矢の幹をいい、その茎がそ
のものに似ている（牧野日本植物図鑑 昭 15 年初版）といわれ
ているが、今では使われることなく廃れてしまっているようだ。

ミクリ（ガマ科）

ニンギョウトビケラ筒巣の中で蛹になったミズバチ

ミズバチ成虫

ミズバチに寄生されたニンギョウトビケラ



▲富士山頂からご来迎を拝む際、眼下に目をやれ
ば朝霧に霞む三日月形の山中湖とその先に大きな
山が二つ眺められる。手前が御正体山、その先が
大室山である。東京方面から眺めれば御正体は奥
に身を隠し、手前にどんと大室山がそびえ立つ格
好になる。この山の「富士隠し」との嫌味な別名
は、換言すればあの富士を隠すだけのスケール感
のある立派な山岳の証明でもある。
▲道志川に沿った「道志みち」を車で行くと、こ
の山裾はどこまで続くのかといった気分にさせら
れるし、谷を挟んで赤鞍ヶ岳から厳道峠をつなぐ
尾根上から間近に
向き合えば、その
巨体に圧倒され息
が詰まるようだ。
大室山を道志の巨
人と呼んでもどこ
からも文句は出な
いだろう。また、
東面の沢の詰めで
アンモナイトの化
石を見たとの記述
を目にしたことが
あり、尾根続きの加入道山の直下で大理石を手に
したこともある。これらの事実は大室山の誕生に
は長い時間と大きな力が作用した証拠でもあり、
現在もこの山が巨大なエネルギーを内包している
ように私には感じられる。
▲上野原の南西の空に聳えるこの山に登りたいと
思ったのはずいぶん昔のことで、「あの山頂から
は海が見えるのではないか」と言う考えを抱いた
のが始まりだった。思いを実行に移したのは高校
の頃で、バスを乗り継ぎ久保か大渡か記憶があい
まいだが、ここから道志川を渡って取り付いた。
篠藪の凄いのに行きあたり、すぐに敗退。二度目
は二十代の末で、同じルートをもう少し上部まで
行ったが急な雷雨でこれも敗退。帰りは道志川が
増水しており、かなり怖い思いをして渡渉した。

桂川･相模川流域の

道志の巨人 大室山
報告者●中村 光義

 ⑬ ⑭

その 10

当時の力量と
時間的に見
て仮に登れ
たとしても
無事下山で
きたか疑問
である。
今にして思え
ば遭難ものの無謀登山であった。
▲「この山頂からは海は見えない」との答えを得
たのは三度目の挑戦によるもので、私はもう六十
を超える年になっていた。道志の湯の先から加入
道山を経てたどり着いた山頂。そこはブナに囲ま
れた展望は全くない静かな場所だった。それなり
の経験も積んでいたので雪も気にならずに歩けた
が、犬越路を下ってからの神ノ川に沿っての林道
歩きは長く、バス停のある東野は遠かった。幼かっ
た頃からの疑問が解けた日であったのに、私は夕
暮れに追われるように余裕の無い様でただ黙々と
一人足を運ぶばかりだった。
▲以来、東隣の檜洞丸にはツツジ見物でよく登る
ことはあっても、大室山には夏山登山の足慣らし
に一度登っただけである。この山に登るのには、
標高差や所要時間、交通機関の制約等からそれな
りの慎重さが求められる。どのルートを採るにし
ても、どっしり構えて四つに組む覚悟がいる。大
室山は展望の利かない図体の大きな地味な印象の
山だが、それ故、正統的な意味での登山に十分応
えてくれる存在感のある山だと私は思っている。

ムギツクとドンコ
●工藤 孝浩／神奈川県水産技術センター内水面試験場（文・写真）

相模川水系の魚たち⑧

　これまでのシリーズでは、分類上近縁な魚を２種ずつ紹介してきましたが、今回はコイ科のムギツク
とハゼ科のドンコというかけ離れた組み合わせです。両種はともに西日本原産の国内外来魚ですが、相
模川水系の一部で共存・繁栄しています。
　そんな水域のひとつが、相模川左岸支流の道保川です。道保川は、相模川中流に発達する河岸段丘崖
からの湧水群を水源とする清流です。27年前まで、この川沿いに私の職場の前身である神奈川県淡水
魚増殖試験場があり、試験場の上流には絶滅危惧種のスナヤツメやホトケドジョウが生息していました。
　実は、ムギツクとドンコの間には「托卵」という興味深い関係があります。鳥類のカッコウのように
ムギツクはドンコの巣に卵を産みつけるのです。ドンコは卵を保護する習性が強く魚食性が強いどう猛
な魚で、ムギツクの卵は外敵からしっかりと守られます。

　体側の太く黒い縦帯が特徴で、吻はとがり１本の口ヒ
ゲがあります。原産地は福井県・滋賀県・三重県以西の
本州、四国北東部と九州北部ですが、人為的に関東地方
に移入されています。繁殖期は４～６月で、石の下や水
草等に卵を産みつけるほか他の複数種へ托卵もします。
　私はドンコへの托卵行動を観察したことはありません
が、オヤニラミへの托卵の動画を見たことがあります。
ムギツクは集団でオヤニラミが卵を守る巣に押しかけ、
あっという間にオヤニラミの卵を食べてその跡に卵を産
みつけて去りました。オヤニラミは数個体を蹴散らした
ものの圧倒的な数を前になす術がなく、卵は置き換わっ
てしまったのです。
　悲しいかなその後のオヤニラミは、本能のままにムギ
ツクの卵をクリーニングしたり外敵を撃退させてふ化ま
で守り続けました。卵保護中のオヤニラミはヒトの手に
かみつくほど攻撃的で、こんな用心棒に卵を守らせると
は、実にしたたかな繁殖戦略と言わざるを得ません。

（2020年９月９日、相模川支流道保川産、標準体長 72mm）

   ムギツク    ドンコ

　ハゼの仲間ですが腹ビレは吸盤状ではなく左右に分か
れています。体はずんぐりしていて暗色で、第 1背ビレ
と第 2背ビレの基部から下方へ広がる黒色斑がありま
す。原産地は新潟県・愛知県以西の本州と四国・九州で
す。相模川水系には 1990 年代末以降道保川に人為的に
移入されたと考えられており、現在は相模川本流へと分
布を広げ寒川取水堰下流まで生息が確認されています。
　産卵期は５～７月で、雄が大きな石や倒木の下などに
巣（産卵室）をつくり、雌は巣の天井に米粒大の卵を一
層に産みつけます。雄は卵がふ化するまで保護し、成魚
とほとんど同じ形でふ化した稚魚はただちに底生生活を
始めます。稚魚が生き残る確率は、ヒレすらできないま
ま浮遊生活をする他のハゼ類に比べて著しく高いでしょ
う。こうした繁殖生態は、新天地へと分布を広げるうえ
で有利に働いていると思われ、相模川水系における本種
の分布拡大には注意を払う必要があります。　

（2018年 11月７日、相模川本流神川橋産、標準体長 68mm）

山梨百名山山梨百名山

赤鞍ヶ岳

久保　　

厳道峠
東野

至 山中湖
道志の湯

神ノ川林道
大室山

大渡

犬越路　　
加入道山　　

道　志　み　ち

様々な国内外来魚が繫栄している相模川支流の道保川（2022年
９月９日、相模原市南区下溝）

網ひと掬いで採集された国内外来魚（右：ドンコ、上：ムギツク、
左：カワムツ）たち（2020年９月９日、相模川水系道保川）


